
2017 年度第三回総会議事録 

日時:   2017 年 10 月 14 日 

場所:   日本女子大学 香雪館 四階 

文責:   大田 雄哉（慶應義塾） 

出席:   茨城、関東学院、慶應義塾、相模女子、十文字女子、千葉、電気通信、 

    東京、東京工業、東京農工、東京理科、日本女子、一橋、横浜市立、横浜国立、 

    立教、早稲田 

委任  津田塾、実践、筑波 

議長:   池田京史 

        全会一致(17)で議長承認 

 

議題  

１．新人戦会計報告 

２．新人戦反省 

３．掃除当番について 

４．関東学連団体戦について 

５．セレクション規約改正について 

６．新しい推薦規約について 

７．日本学連幹事会報告 

８．次回総会日程と議長決定 

 

1． 新人戦会計報告 

別途資料参考 

全会一致(17)で承認 

 

２．新人戦反省 

運営面の反省 

スタートパート  蜂の巣がスタート地区周辺にあった 

         蚊取り線香が必須 

         待機地区からスタート地区への誘導がわかりにくかった 

ゴールパート   ゴールした時刻をすべてメモを撮るよりは写真を撮った方が楽 

会場パート    会場、ビジュアル双方に関しては大きな問題はなし 

         実況の内容に難 

         誘導辿りのミスに対しての対応が明確でなかった 

         インタビュー中に別の選手がスペクテーターズゾーンに現れた場合イ

      ンタビューを中断しなければならなかった 



          会場に運責以外誰もいない時間があった 

          ゴールパートへの人員派遣や交代の引継ぎが不充分であった 

計センパート    オンラインコントロールが入力ミスで機能しなかった 

          前日にオンラインコントロールの動作確認を怠った 

          計センパートは読み取りよりも会場に待機し、ポ確やペナチェック

       に専念すべき 

 

その他       ビジュアルから遠く、日向で暑かったためゴール周辺の盛り上がり

       が欠けた 

          試走で日向や日陰の位置を把握すべき 

          次回以降テレインを選定するときは地図精度を重視した方がよい 

          日光テレインが使用できなかったのはスケジュールの問題のため 

          第一回臨時総会の際に決めるなど総会のスケジュールに気を付ける

       べき 

          車での移動は新人の参加者の増減に大きく影響はなかったが、なる

       べく鉄道でアクセスできるテレインの方がよい 

          ゼッケンは紙ではなく布を使用すべき 

          ゼッケンの入手は早めに 

          ゼッケンの入手は各渉外に任せてもよい 

          水の購入は多めに 

          女子の人数が少ないため女子の学校別対抗戦は考慮が必要 

          試走等の交通は誰かが取りまとめた方がよい 

 

３．掃除当番について 

  山リハリレーの掃除当番は千葉大と OLK 

  ミドルセレの掃除当番は OC と東工大 

 

４．関東学連団体戦について 

  例年通り山リハリレーに併設させていただく。 

  ただし、山川さんご自身の状況によってはこの限りではない。 

  →全会一致(17)で承認 

 

５．セレクション規約改正について 

以下の三点について各大学で集められた意見を交換した 

 

  ①第 6 条に以下の 6 項「免除者の順位の扱い」について追記 



   「セレクションの免除者がレースに出走した場合、結果は正式記録とする。ただし、

 セレクション通過者を決定する際には除外し、以降の選手の順位を繰り上げる」 

  →追記内容に対して全会一致(17)で承認 

 

  ②第 6 条に以下の 7 項「免除者のレーン振り分け」について追記 

   「複数レーン制の場合、セレクション免除者のレーン振り分けは実行委員会の裁量に

 任せる」 

  ※これに対して前回総会では 

   「レーンごとの免除者の数は統一し、振り分けはランダムとする。」 

   という意見が出された 

早稲田   “ランダム”よりも“無作為”の方が日本語として望ましい 

      裁量に任せるという文言を加えるとなにか起きた際に苦言を呈せない 

      そもそも加えない方がよい 

東京工業  免除者の人数が統一されていれば振り分けは関係ないのではないか 

      規約に別に実行委員会は公平かつ円滑に運営すると記載されており、“裁量に

   任せたとしても”極端な不公平が出ることは考えにくい 

一橋    関東インカレの上位を目指す選手にとってレーン差は不公平 

東京    無作為と裁量に任せるは矛盾していないか 

 

以下の選択肢を与えて決を採った 

１． 「実行委員会の裁量に任せる」 

２． 「振り分けは無作為に行う」と詳細に明記、免除者の人数は各レーンごとに統一 

３． そもそも書かない 

４． 白票 

 

１．0 票、２．14 票、３．2 票(東京理科、千葉)、４．1 票(東京農工) 

→第二案が賛成多数(14 票)により可決 

 “免除者はレーンごとに均等にし、その振り分けは無作為に行う” 

③第 8 条 3 項(レーン分けの際に参考する実積について)を修正 

現状 

「コースを割り振る際は直前のインカレ個人戦の結果を参考とする。ただし、インカレスプ

リントを除く。また、公平な割り振りのために必要であればそれ以外の大会の結果を用いて

もよい」 

修正案 

「コースを割り振る際は直前のインカレロング・インカレミドル選手権クラス及び MUL

（WUL）クラス入賞者、MUA（WUA）クラス入賞者の結果を参考とする。ただし、イン



カレスプリントを除く。また、公平な割り振りのために必要であればそれ以外の大会の結果

を用いてもよい」 

 

東京    直近のインカレロング・ミドル両方の記録を参考にすると決めると運営者の

   負担が過大なものになってしまうのではないか 

      二つの記録に大きな差が生じる可能性があるため、どちらの記録を優先する

   かなどを決めるべき 

東京工業  必要性を特に感じない 

一橋    運営者の負担は考慮されるべき 

      学生の実力を充分に把握していない他団体の運営する大会の併設としてイン

   カレを行う場合に備え、具体的な規約を決めるべき 

幹事長   具体的な規約を決めてしまうと、選手が自身の出走するレーンを予想できて

   しまう 

早稲田   無作為性が保たれているのであればレーン差はそもそも関係ないのではない

   だろうか 

筑波    関東地区のテレインでインカレを行えば 1 レーンで競技を行えるのではない

   か 

千葉    競技不成立になった場合でも記録は参考になる 

      直近のインカレロング・ミドルのエリート及び併設クラスの入賞者の記録を

   参考にすべき 

      関東地区が肥大化し、2 レーン制がやむを得ないのであれば関東を複数の地区

   に分けてセレクションを行えばよいのではないか 

慶應義塾  1 レーン制を採用するべき 

      具体的にはセレクションクラスに参加する選手の数を 

      ・エントリーの段階で実力に達してないと考えられる選手に部内で声をかけ

    る(エリートと同じクラスを走りたい人向けにはチャレンジクラスを設定) 

      ・競技時間を従来よりも短くする 

      ・セレクション前のいずれかの大会をセレクション予選に指定する 

      などの方法で制限すればよいのではないか 

幹事長   男子の場合 1 レーン制とすると待機所の収容力などの問題も発生する 

      会場の使用時間の規制、会場とテレインの間の誘導の時間に制限など課題は

   ある 

 

以下の７つの選択肢を示し、各大学の意見を確認した 

１．直前のインカレ選手権クラスの記録のみを参考とすべき 

２．直前のインカレ選手権・併設両クラスの記録を参考とすべき 



３．直前のインカレロング・ミドル両大会の選手権クラスの記録のみを参考とすべき 

４．直前のインカレロング・ミドル両大会の選手権・併設両クラスの記録を参考とすべき 

５．二回前のインカレ選手権クラスの記録のみを参考とすべき 

６．二回前のインカレ選手権・併設両クラスの記録を参考とすべき 

７．白票 

 

１．1 票（早稲田）、 

２．0 票、 

３．2 票（東京、一橋）、 

４．8 票(茨城、東京工業、千葉、立教、日本女子、十文字、相模女子、横浜市立)５．

0 票、 

６．1 票（横浜国立）、 

７．5 票（東京理科、東京農工、関東学院、電気通信、慶應） 

 

→特に 4 案について実際に運用は困難なのか、またどのような点が困難なのか、外部にセ

レクションの運営を委託する場合どのような困難が生じるかなどを運営経験者に相談する

方針に決定 

 また、慶應から提案されたチャレンジクラス案等の 1 レーン制化を可能とする案につい

て各大学にアンケートを行う方針に決定 

 

５． 新しい推薦規約について 

幹事長  現在関東学連は 30 枠ほど持っており、有力選手がセレクションを通過しにくい

  状況にあるとは言い難い 

     今後枠が減少し有力選手の通過が容易ではなくなった場合に改めて新しい推薦

  規約を検討すべきではないか 

東京工業 関東には推薦に値する有力選手が数多くいる 

     実力の優劣を自分たち学生が判断するのは困難 

     推薦規約を緩くするのであれば諮問委員会など第三者委員会の設立は不可避 

     東工大全体の意見としては現状維持を支持 

東京   セレの結果を重視し、従来の推薦基準でよいのではないだろうか 

 

新たな推薦規約の必要性の有無について決を採った 

賛成 2 票(慶應義塾、早稲田)、 

反対 11 票(茨城、関東学院、相模女子、電気通信、東京、東京工業、日本女子、一橋、 

     横浜市立、横浜国立、立教) 

白票 4 票(千葉、東京農工、東京理科、十文字女子) 



→反対多数により却下 

６． 日本学連幹事会報告 

１．第一回日本学連総会 

今度のインカレロングに併せて第一回日本学連総会が行われる 

  各渉外は必ず出席を 

  帰りの足は各自用意を 

２．観戦ガイド作成のお願い 

去年は東工大が作成し忘れていた 

各渉外は必ず作成してほしい 

３．ロングセレ実行委員会運営者募集 

各大学の渉外は四年生にロングセレ実行委員会運営への参加を打診してほしい 

４．新歓パンフレットについて 

デザインをコンペ形式で募集 

デザインが採用されると 3 万円の賞金 

５．テレイン申請関連 

山川さんから申請期限を守ってほしいという要請が来ているので各大学は応じるよう

に 

また一部のテレインがクローズしている 

詳しくは日本学連のサイトへ 

６．加盟登録費について 

現在加盟校は 4000 円、準加盟校は 1000 円になっている 

大学の加盟費を無料にすることの是非 

・加盟人数を増やすことを目標としたい 

・日本学連としては 4000 円は大した額ではない 

・日本学連がそれでよいのなら無料でよいのではないか 

７．インカレリレーの特例措置 

男女別でエントリーが 3 人の場合は特例措置の対象 

同性 3 名以上の場合は特例措置は使えない 

 

７．次回総会日程と議長決定 

次回  

日程 2 月 20 日 

場所 東京大学駒場キャンパス 

議長 高見澤翔一 

 


